
 

 

 

社会福祉法人 札幌市北区社会福祉協議会 <札幌市生活支援体制整備事業> 
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札幌市の人口動態と高齢化率
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ひとり暮らし世帯や支援を必要とする高齢者が増加する中、困った時には、制度や

サービスだけでは解決できない、ちょっとした手助けが必要なことがあります。例え

ば、電球の交換、荷物の移動、買い物などです。地域のみんなで声を掛け合い、支え

合うことができれば、地域に住む人の困りごとを地域の中で解決でき、誰もが住み慣

れた場所で安心して暮らしていくことができます。 

 

～このような地域の支え合いを進めていく事業を「生活支援体制整備事業」と 

いいます。札幌市では平成２９年から実施されることとなりました。～ 

 

●札幌市の高齢化率は右肩上がり   

高齢化率は、北海道、全国と比べて低い状況にありますが、 

今後は 75 歳以上の後期高齢者が増え、団塊ジュニア世代が 65 歳以上になる 

令和 22 年（2040 年）には４割に迫ることが見込まれています。 

●高齢単身世帯数は年々増加 

一般世帯数に占める割合は、令和７年（2025 年）には、おおむね７世帯に  

１世帯が高齢単身世帯となることが見込まれています。 

（札幌市高齢者支援計画 2021 より一部抜粋） 

 

26.6％ 

（※各年１０月） 

 

令和２年 高齢化率 

政令指定都市平均 26.5% 

     北海道 32.5% 

       全国 28.9% 

 



 

 

 

 

 

 

  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年 11 月 29 日（火）「篠路ま

ちづくりテラス和氣藍々」にて北区第

２地域包括支援センターによる認知症

サポーター養成講座が開催され、認知

症への理解を深めました。高齢者が増

えていく中、地域に住むみんなが安心

して暮らせるよ 

うな取り組みは、 

生活支援と同様 

に大切だと感じ 

ました。 

令和４年 11 月１日（火）北王第七

町内会の「元気アップ CAFE」では北

大落語研究会による落語寄席が開催さ

れました。この落語寄席はコロナの影

響により、３年ぶり４回目の開催にな

りました。参加した皆さんの楽しんで

いる姿を見て、企画した福祉部の方も

「開催できてよ 

かった」と笑顔 

でお話をされて 

いました。 

 拓北市住団地体操教室と拓北ひま

わり会館すこやか倶楽部を訪問させ

ていただきました。パラリンピックの

正式種目でもある「ボッチャ」が行わ

れていました。生活支援ニーズについ

てもお話を伺い、「電球の交換」「高い

所の物を取る」「荷物再配達の電話操   

作」などが困るとお聞きし

ました。他にも、買い物は

リュックに入る分だけし

ているなど生活の様子を

教えていただきました。 

令和 4 年９月２６日（月）「シニアサ

ロンさくらんぼ」を訪問させていただ

きました。この日は、「ご近所先生」こ

と麻生連合町内会の田中会長による、

脳トレやゴルフゲームなどが行われま

した。コーディネーターも挑戦しまし

たが、脳トレはなかなか解けず、他の参

加者に答えを教えて 

いただきました。み 

なさん、イキイキ 

と活動されて 

いました。 

［お問い合わせ先］ 

札幌市北区社会福祉協議会 

札幌市北区北 24 条西 6 丁目北区役所 １階  ☎757-2482 

担当）生活支援コーディネーター 村井田 

「地域にこんな便利なサービスがあるよ」などの情報がありましたらお知らせください 


